
東北農業研究 (ToboLu Agric Re8)27,H3-114(1980)

経 年 草 地 の 土 壌 調 査
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:ま え が き

牛産力の低下した当支場の採草地,および,放牧地の土

壊を調査し,今後おこなうべき適正な肥培管理と,グラス

テタニー発生草地における実態把握,な らびに草地更新す

るための基礎データーをえたので,その結果を報告する。

2 試 験 方 法

1 調査場所
造成後 11年から9年経過 した沼尻支場,採草地 6カ所 ,

放牧地 6カ所から層別 (0～ 5",5～ 10,10～ 15)に

土壌を採取 した。

2標  高
8502～ 960″ である。

3傾 斜 度
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斜  度 0-5° 5-10° 10/‐ 15° 15-20°

割合(%)

4 施 肥 量 (ん9/103)8年間平均
N    P2 05  K20   叩

採草地  158-88-141-51

放牧地   92-58- 67-36
3年に1回 ,苦土石灰300″ /103, ヨウリン50″/10

8,堆肥12t/108施用している。

採草地名 : N-1(△ ),N-2, N-3, N-7,N―

8, H-3

放牧地名 : N-1(3),N-4,N-7(3),N-9,
H-6, H-8

3試 験 結 果

1 土壌硬度 (採草地のみ )

各ほ場別の土壌硬度について,山中式の硬度計を用いて

測定し,そ の結果を図 1に示した。

は場間に顕著な差はみられなかったが,層別では5～ 10

翻 の中層がもっとも高く,表層の 0～ 5 aηは低い値を示 し

た。

2  PH(I120)

PIの結果は表 1に示 した。

図 : 各ほ場別・層別の土壌硬度

採草地においては,下層になるにしたがって pⅡ は高 く

なるが,放牧地においては,逆に,下層になるほど比較的

低くなる傾向を示した。0～ 5"の表層において,採草地

では 529± 026,放牧地では 547± 013の値を示した。
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表 1 採草地および放牧地の pH値 (H20)
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3 無機成分
(1)採草地および放牧地の無機成分を図 2に示した。

(口 /10001

N-7,N-9,II-3に おけるMgO/K20比 の低いこ
とが認められた。

採草地 と放牧地 とを比較すると,放牧地の方が各成分と

も高い値を示 した。

(21 採草地および放牧地の C80,180と K20と の関係
を図 3に示 した。

採草地の 030な らびに■80と K20と の相関は低かった
が,放牧地の C80な らびに■80と K20と の相関は高く,
特に,政ρ は高い値を示した。

図 3 C80,M80と K20との関係

4 ま  と  め

1 土壌硬度は,ほ場間には差はなかったが,層別にお
いては差があり,中層>下層>表層の頓に高かった。
2 PHは ,採草地,放牧地とも比較的低く,採草地の
表層において 529■ 026と かなり低い値を示した。
3 無機成分は採草地と放牧地 とを比較すると,放牧地
の方が各成分とも高い値を示した。

4 放牧地土壊 (o～ 15昴 )の を 0と K20と の間に高
い相関のあることが明ら力,こ された。
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図2 採草地および放牧地の無機成分

(採草地〕

Ca Oは N-3,,H-3をのでいてかなり低ι鼈 を示した。
特にN-7の下層において04ψ/100,と 明らかに低 t増
を示 した。M80は表層において高く, 各は場間に差はあ
るが,中 ,下層においては一般に低く顕著な差はみられな
かった。K20は表層において高く, N-7で は 800″ に
達していた。

(放牧地〕

各放牧地ともC80,MgO,K20は 上層になるほど高く
なり,H-6の C80は表層で366ψ .MgOは 750～ 129
ψ とかなり高い値を示した。


